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1 . は じめ に

三重大学工学部建築学科で は ､ 学科設置

当初より ､ 学生 に専門書に触れ機会を多く

与える とい う理念の もと に, 付属図書館よ

り専門図書を受け入れて き ました ｡

現在 , 学科書庫 には ､ 受け入 れ図書 ･ 寄

贈書など約1 万 3 千冊を蔵書して おり ま

す｡

学科で は, 資料と して利用しやすいよう

に､ 学科独自に専門ごと分類に管理して い

ます ｡ そ の た め, 付属図書館蔵書オ ンライ

ン検索(M U - O P A C) で は , 書庫内の分類 つ

い て は検索がで きません ｡

これ らの 蔵書管理は, 当初ブッ クカ ー ド

で行 っ て い ましたが , 1 0 年前に, 書庫内蔵

書をD B 2 にて デ ー タ ベ
ー

ス化 を行 い まし

た ｡ 検索は専用端末P C の コ ンソ
ー

ル画面で

行い ますが ､ デ ー

タベ
ー ス サ ー バ には､ 同

時に複数の ユ
ー ザが利用が不可能で した ｡

2 .書庫内蔵書の w e b による検索

シス テム の構築に あた っ て , 次にあげる

条件を満たしたもの検討した｡

1 . デ ー

タ ベ
ー ス ソ フ トは同時に複数の ユ

ー ザが ､ アクセス で きる機能がある も の ｡

2 . 汎用 P C で検索が で きる ようにW e b 上

で検索で き る機能がある もの ｡

Fil e M a k e r( Fil e M a k e r社) , o r a cl e ( 日本

オラクル社) な どがある ｡ 計画系研究室に

て , 建築雑誌イ ンデッ クス をFil e M a k e r に

よる W eb 検索シス テム構築* 1 の経験と､ 予

算 の面で , Fil e M a k e r を選択 した ｡

とで , W e b サ
ー バ とD B サ

ー バ と分けて構

築が行える ｡

シス テム の 設計段階で は, W e b サ
ー

バ を

o s: w i n d o w s 2 0 0 0 ,h tt p :ⅠI S 考えて おりまし

た ｡ しか し､ c o r d r e d , ni m d a な どに よ っ て

セキュ リティ に関する 問題が生じる可能性

あ るの で ､ u n u x( R e d H at 7 .3) に仕様を変

更しました ｡

利用者は, W e b ブラウザ ( イ ン タ
ー ネ ッ

トエ クス プロ ー ラ ･ ネ ッ トス ケ
ー プな ど)

で , W e b サ ー バ に接続し, 検索画面に て ,

検索を行う ｡

3 . シ ス テムの概要
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図 - 1 図書検索シス テム構成図



4 . シス

1 . Fil e M a k e r の デ -

夕 べ
-

ス の 設計

D B 2 で の デ ー

タ レコ
ー

ドを参考 に し , 追

加を行 っ た ｡

2 . D B 2 デ ー

タの 移行

Fil e M a k e r は ,
D B 2 の 作成デ ー

タを レ コ

ー

ドに合 わせて イ ンポ ー

トを行 っ た ｡

3 . C D M L の プ ロ グラム

w e b に公 開す るため に は､ C D M L で プロ

グラム を行 う｡

4 . W e b で の 公開

最初, D B サ ー バ 単独で , 公 開を行 い 画面

表示など ､ チ ェ ッ ク を行っ た ｡

そ の 後,
w e b サ

ー バ を経 由 して ､ 公 開を

行っ た｡

図 - 2 検索結果 の 画面

図 - 3 結果詳細の 画面

5 , シス テ ム の連用 開始後

運用開始後は , 学科内各所か ら ､ 検 索を

行われ活用 されて い る ことが アクセ ス ロ グ

にて 判断がで きた ｡

運用開始時は , 図書デ ー

タ の 入 力は, 学

科事務が行 っ て おり ､
D B 2 に入力 を行 っ て

い ます ｡ デ ー タ更新 は , 月 に 1 度D B 2 デ ー

タ の移行 を行 っ て い ま した ｡ そ こ で ､ 入 力

フ ォ
ー ム を作成 し直接デ ー

タ を入 力して も

らうよう になり ､ 随時 ､ デ ー

タ更新がで き

るよう になりました ｡

C D M L は､ プロ グラ ムが容易な の で , 刺

用者から の 要望 に応 えて ､ 検索項目の 変更

など行え る ｡ 運用 開始後 ､ 検索項 目の 追

加 ･ 検索結果 の表示 に対す る要望 に応 えま

した ｡

2 0 0 2 年 9 月 4 日から 3 日間 ､ 東海北陸地

区国立大学校等教室系技術職員研修 ( 情報

処理 コ ー ス) に参加 して , w e b C T ( シ ラ

バ ス ･ 講義ノ ー

ト ･ 小テ ス ト ･ 講義に 関す

る質問などを w e b 上 で行う) な どの w e b 技

術 を活用 した教育手法で あく まで も大学で

の講義の補完と して 利用す る傾向が見ら

れ , 学科内の教官中に は , w e b 技術を用 い

て教育 ･ 研究 に活用 した い とい う ニ
ー

ズも

あ りそ れ に応 える ため の ス キル ア ッ プ と ,

今まで構築 したデ
ー

タ ベ
ー

ス をより便利な

も の へ シス テ ム を変更し ､ 建築学科蔵書検

索におい て は貸出管理 シス テ ム の 追加 ( バ
ー コ ー ドを利用 した入 力シ ステ ム) などを

考 え て おります ｡

注
* 1 : 南洋壁書店が販売｡ 建築雑誌掲載の建集作品

デ - 夕 べ - ス , 1 9 9 8 年 , 建築雑誌イ ンデ ッ クス を研

究室 で購入 ､ 文献模索を行い研究に活用 ｡ 1 9 9 9 年

に , F il e M a k e r デ ー

タ を移して ,
w e b 検索が行える

様に シス テム を構築｡

* 2 : C D M L ( クラリス ダイナ ミ ッ ク マ ー

ク言語)
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